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地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
地
区
内
の
自
治
会

だ
け
で
は
な
く
、
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る
市
民
活

動
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
市
内
８
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
構

成
団
体
間
の
交
流
や
情
報
交
換
、
区
域
内
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
共
通
目
標
の
設
定
や
共
通
課
題
の
解

決
、
区
域
内
の
行
政
要
望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

神崎地区まちづくり委員会
拠点施設【神崎地区交流センター】副委員長委員長

横堀１５２６番地１（ふれあいセンターよこぼり内）
小川　�也生田目　拶雄

�・FAX　２７０－８００８

額田地区まちづくり委員会
拠点施設【額田地区交流センター】副委員長委員長

額田南郷３１番地２
船橋　利秋松本　　守

�・FAX　２９５－６１１０

菅谷地区まちづくり委員会
拠点施設【菅谷地区交流センター】副委員長委員長

菅谷２３７８番地１（菅谷小敷地内）會澤　恒男
小林　　淨

�・FAX　２９５－７１７５平野　道代

五台地区まちづくり委員会
拠点施設【五台地区交流センター】副委員長委員長

後台１４９１番地４３（ふれあいセンターごだい内）
根本　良久峯島　　壽

�　３５３－２６６６　FAX　３５３－２６６７

戸多地区まちづくり委員会
拠点施設【戸多地区交流センター】副委員長委員長

戸２２９７番地（旧戸多幼稚園）
大武　文雄美山　哲男

�・FAX　２９７－０８７７

芳野地区まちづくり委員会
拠点施設【芳野地区交流センター】副委員長委員長

飯田３０７番地１（ふれあいセンターよしの内）木名瀬　正造

�野　四郎 和田　正國
�　２９５－２６７３　FAX　２９５－２８１９吽野　　誠

木崎地区まちづくり委員会
拠点施設【木崎地区交流センター】副委員長委員長

門部２７６９番地１（旧木崎学童保育所）
澤幡　祝行海野　藤男

�・FAX　２９８－０７６７

瓜連地区まちづくり委員会
拠点施設【瓜連地区交流センター】副委員長委員長

古徳３７１番地（総合センターらぽーる内）
金子　　巖谷島　貞男

�　２９６－１１３４　FAX　２９６－３９３４

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
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広報なか７月号３

　

市
内　

の
自
治
会
で
は
、
市
民
の
最
も
身
近
な
地

６９

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
組
合
（
班
）
と
い
う
単
位

を
通
じ
て
、
日
常
的
な
交
流
や
支
え
合
い
に
結
び
つ

く
活
動
、
地
域
の
様
々
な
情
報
の
回
覧
や
広
報
紙
の

配
布
、
防
犯
や
環
境
美
化
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

自
治
会
長
さ
ん
は
、
地
域
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
要
望
を
取
り
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
自
治
会
役
員
な
ど
と
協
力
し
、
地
域
に
お

け
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
、

行
政
と
協
議
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
の
重
要
な
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

副自治会長自治会長自治会名地区

山田　　均車田　　務野仲

五
台

藤根　　毅増子　孝之上宿

海野　安夫三田寺　正義後台中宿

井上　　清鴨志田　弘田向

筒井　光圀�橋　昌三後台第三

石井　信行後藤　和夫中台第一

江面　　遠菊池　義敬中台なみき

石川　孝次根本　良久中台津田

坂場　　實
小薗井　博士東木倉

伊藤　喬章

山田　満彦�橋　正夫西木倉

坂本　龍男宮田　経詔豊喰

秋山　良三小貫　暎夫下江戸

戸
多

黒澤　正宏秋山　不二夫大内

小瀧　辰雄小堆　幹治田崎

小田部　陽一郎美山　哲男立石

檜山　忠雄檜山　英治宿

高岡　章博大武　文雄若宮

小暮　一義水野　一男中谷原

鈴木　重成木名瀬　正造飯田

芳
野

古橋　司農夫�野　四郎鴻巣

�畑　精一
吽野　　誠旭

勝山　三郎

小林　　孝和田　正國戸崎

箕川　貢雄鈴木　　隆鹿島

木
崎

仲田　　精澤幡　祝行白河内

初瀬　喜一郎海野　藤男門部台

中井川　實中井川　恭之門部圷

會澤　　功會澤　光一下河原

鈴木　　功鈴木　秀義北酒出

瀬谷　敏雄桐原　陽一内宿

片岡　英明袴塚　正浩新宿

先�　二郎金子　　巖静

瓜
連

寺門　久一飯田　士朗下大賀

萩野谷　光男渡辺　久雄瓜連上

関谷　紘一萩野谷　孝夫瓜連中

加藤　　公中井川　明夫瓜連下

勝村　晃夫小徳　修一古徳

鈴木　清治引田　武雄中里

樫村　貞夫�畑　　誠鹿島

赤川　　博大内　俊正平野第１

根本　昌明谷島　貞男平野第２

仁平　栄一
和久　幸夫平野第３

吉村　直人

副自治会長自治会長自治会名地区

山田　義文武藤　等本米崎

神
崎

小田倉　壽治小澤　一夫向山

加藤　正毅生田目　拶雄横堀

小薗井　秀男小川　�也堤

海野　宏幸木野内　忠雄杉

船橋　　進樫村　紀男額田第一

額
田

小泉　正宏小林　保久額田第二

瀬谷　靖雄
平山　弘治額田第三

川野輪　善市

川又　隆一箕川　敏男額田第四

川�　保道中嶋　紀夫額田第五

鈴木　宇一郎宮崎　勝文額田第六

加藤　　進
鹿島　　勇鷺内

菅
谷

大森　政一

今田　　智赤津　忠昭東組

荒木　武平平野　建一寄居

成田　義美赤津　健次仲之内

磯�　弘郎副自治会長が職務代理堀之内

平野　重雄樫村　富雄下宿下

古屋　　薫檜山　智三下宿上

松田　正紀
�村　忠夫菅谷中宿

寺門　喜勝

軍司　秀文柏村　國勝上宿第１

照沼　　捷川野　勝行上宿第２

秋葉　　昭宇佐美　健一上宿第３

卜部　一弘小橋　　順一の関

寺門　勝一�橋　　脩原福田

海野　彰彦吉原　良一仲福田

助川　俊彦後藤　　衛下福田

篠原　晃重圷　　　幸かしま台

北畠　公則飛田　　捷ときわ台
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行
政
概
要
報
告

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
５
月　

日
の
間
に
「
市

３１

長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
３
回

開
催
し
、
自
治
会
か
ら
出
た
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
施
策
の
取
組
に
関
し
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

　

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
那
珂
市
域
に
お
け
る
災
害
・
避
難
情
報

を
迅
速
に
発
信
す
る
た
め
、
昨
年　

月
１

１１

日
か
ら
開
始
し
た
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
に
加
え
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
と
５
月

　

日
か
ら
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株

１７式
会
社
と
は
５
月　

日
か
ら
携
帯
電
話
に

２４

一
斉
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。

■
ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行
路
線
・
ダ
イ
ヤ

改
正
に
つ
い
て

　

日
常
生
活
の
移
動
手
段
の
確
保
と
市
民

生
活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市

民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
運
行
路
線
の
見

直
し
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
改
正
を
４
月
に
行
い

ま
し
た
。

■
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
提
供
エ
リ
ア

拡
大
に
つ
い
て

　

７
月　

日
か
ら
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
提

１３

供
エ
リ
ア
が
下
江
戸
、
大
内
、
田
崎
、
戸
、

戸
崎
、
飯
田
、
上
国
井
地
区
へ
拡
大
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
那
珂
市
全
域
で
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
庁
舎
管
理
事
業
（
節
電
対
策
）
に
つ

い
て

　

節
電
対
策
と
し
て
夏
場
の
庁
舎
内
の
気

温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
庁
舎
窓
ガ
ラ
ス

へ
の
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
り
付
け
修
繕
工
事

を
５
月
末
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
節

電
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
効
果
を

高
め
る
た
め
、
庁
舎
内
照
明
の
蛍
光
灯
を

直
管
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
へ
の
切
り
替
え

工
事
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
東
京
電
力
の
電
気
料
金
値
上
げ
に

よ
る
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
と
の
契
約
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
の
電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る

財
政
負
担
の
増
加
を
軽
減
す
る
た
め
、
業

務
用
電
力
と
し
て
東
京
電
力
か
ら
供
給
を

受
け
て
い
る
公
共
施
設
の
内
で
、
安
価
な

料
金
で
受
給
可
能
な
小
・
中
学
校
や
総
合

公
園
な
ど
を
含
む
計　

施
設
に
つ
い
て
、

２３

７
月
以
降
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
に
切
り
替
え
す
る
よ
う
現
在
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

電
力
供
給
を
特
定
規
模
電
気
事
業
者

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、

東
京
電
力
が
試
算
し
た
新
電
気
料
金
に
比

べ
て
年
間
約
４
０
０
万
円
の
削
減
効
果
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

に
つ
い
て

　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収
を
除
く
）、
固
定

資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、
本

年
度
よ
り　

時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
納

２４

税
が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

■
児
童
手
当
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
の
名
称
が

「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
、
６
月
分
か
ら

は
、
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
か
た
に
混
乱
や
申
請
も
れ
な
ど
が

な
い
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー「
ひ
ぬ
ま

荘
」に
つ
い
て

　

昨
年
の
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
た

め
、
平
成　

年
度
中
に
施
設
を
廃
止
し
、

２４

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
解

散
が
決
定
し
て
い
る
「
ひ
ぬ
ま
荘
」
の
土

地
建
物
公
売
一
般
競
争
入
開
札
が
、
４
月

４
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

神
栖
市
の
社
会
福
祉
法
人
梅
寿
会
が
落
札

し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

■
八
重
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
「
八
重

２１

桜
ま
つ
り
」
を
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
開

催
し
、
期
間
中
約
４
万
７
千
人
の
来
園
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
４
月　

、　

日
に

２８

２９

は
、
八
重
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
り
、
那
珂
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
シ
ョ
ー

や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月　

日
か
ら
５
月
２
日
ま

２７

で
、
那
珂
市
観
光
協
会
に
よ
る
八
重
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。



広報なか７月号５

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

２３

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
２４

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第

２
２
１
条
第
３
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び

１８

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
の
拡
大
に

伴
い
、
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
５
月
２

日
に
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
よ
り
答
申

を
受
け
ま
し
た
。

　

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
保
登

内
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１
工
区
）
工
事

を
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

高
内
処
理
地
区
配
水
管
移
設
（
第
１
工

区
・
第
２
工
区
）
工
事
、
中
里
処
理
地
区

配
水
管
移
設
工
事
、
杉
処
理
地
区
配
水
管

移
設
工
事
お
よ
び
玉
川
処
理
地
区
配
水
管

移
設
工
事
を
４
月
に
、
杉
原
第
２
処
理
地

区
配
水
管
移
設
工
事
を
５
月
に
発
注
し
ま

し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の
消
防

３１

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
２
３
８
２

１９

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
普
通
救
命
講
習
会
を
８
回
行
い
、
２

４
８
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に

努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
２
件
、
そ
の
他
が
５
件
、
合
計
７
件
。

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
３
７
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

６３

他
が
１
２
５
件
、
合
計
４
２
５
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
水
期
を
前
に
洪
水
に
よ
る
水

害
の
未
然
防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
５

月　

日
に
常
陸
太
田
市
粟
原
町
地
先
久
慈

１９
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
久
慈
川
水
系
連
合

水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
那
珂
市
・

日
立
市
・
常
陸
太
田
市
・
常
陸
大
宮
市
・

東
海
村
の
４
市
１
村
が
参
加
し
、
平
成　
２４

年
度
当
番
自
治
体
の
那
珂
市
が
水
防
訓
練

本
部
を
務
め
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
に
お
け
る
空
間

放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
内
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
の
総
合
的
か
つ
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
県
外
市
町
村
や
関
係
機
関
等

と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
、
支
援
や

協
力
体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

３
月　

日
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災

２８

害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
災
害
時
に
お
い
て
優

先
的
に
作
業
用
品
や
日
用
品
、
飲
料
水
、

ス
ト
ー
ブ
、
電
気
用
品
等
の
物
資
の
供
給

を
受
け
る
た
め
、
物
資
供
給
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
４
月　

日
に
は
、

１９

水
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
株
式
会
社
（
Ｆ

Ｍ
ぱ
る
る
ん
）
と
災
害
時
に
市
民
へ
の
情

報
提
供
手
段
を
確
保
し
、
災
害
対
策
を
迅

速
か
つ
的
確
に
周
知
す
る
た
め
、
放
送
要

請
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
５

月　

日
に
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

２８
と
災
害
発
生
時
に
市
民
や
鉄
道
利
用
者
等

に
安
全
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
大
規

模
災
害
に
関
す
る
基
本
覚
書
を
交
換
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
６
月
６
日
に
は
環
境
自
治
体
会

議
参
加
市
町
村
と
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
体
制
強
化
の
た
め
、
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

　

被
害
を
受
け
ま
し
た
公
共
下
水
道
管
路

施
設
の　

処
理
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１３

繰
越
し
工
事
と
し
て
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鴻

巣
地
区
管
路
施
設
、
西
木
倉
処
理
施
設
を

繰
越
し
工
事
と
し
て
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
災
害
復
旧
工
事
２
件
を
発

注
し
ま
し
た
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
室
内
被
害
の
修
繕
と
、
鷺
内
住
宅
、
上

宿
西
住
宅
お
よ
び
中
宿
住
宅
の
屋
根
瓦
の

復
旧
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

横
堀
幼
稚
園
お
よ
び
五
台
幼
稚
園
に
つ

き
ま
し
て
は
、
仮
設
園
舎
が
完
成
し
、
４

月
か
ら
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

那
珂
一
中
の
体
育
館
お
よ
び
那
珂
二
中
、

那
珂
三
中
の
校
舎
、
体
育
館
の
工
事
を
発

注
し
ま
し
た
。

　

総
合
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア
リ
ー

ナ
棟
の
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
５
月　

日
１２

か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。
瓜
連
体
育

館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月　

日
に
復
旧

３１

工
事
が
完
了
し
、
６
月
中
に
は
利
用
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
居
等
が
震

災
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
市
税
等
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
お

り
、
５
月
末
日
現
在
の
減
免
の
対
象
件
数

と
見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

個
人
市
民
税
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模

３４

半
壊　

件
、
半
壊
２
７
７
件
、
そ
の
他
１

１７

件
、
合
計
３
２
９
件
で
１
１
５
５
万
２
千

円
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
土
地
が
２
件
、
２
万
４

千
円
、
家
屋
が
全
壊
２
３
８
棟
、
大
規
模

半
壊　

棟
、
半
壊
４
３
５
棟
、
合
計
７
０

２８

１
棟
で
１
４
３
５
万
１
千
円
で
す
。
な

お
、
家
屋
の
う
ち
、
住
宅
は
４
１
１
棟
、

非
住
家
は
２
９
０
棟
で
す
。
国
民
健
康
保

険
税
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊
７
件
、

３０

半
壊
１
１
４
件
で
合
計
１
５
１
件
、
１
４

０
５
万
８
４
０
０
円
で
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半

２６

壊　

件
、
半
壊
１
３
９
件
、
合
計
１
７
６

１１
件
で
３
７
７
万
５
６
０
０
円
で
す
。
介
護

保
険
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半

５２

２０

壊
２
０
８
件
、
合
計
２
８
０
件
で
５
２
６

万
６
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
者
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
に



６

つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割

の
利
用
者
負
担
額
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
食
費
・
居
住
費
を
免
除
し
て
お

り
ま
す
。
５
月
末
日
現
在
の
利
用
者
負
担

額
免
除
対
象
件
数
は　

件
、
免
除
額
は
６

４５

４
７
万
４
千
円
、
食
費
・
居
住
費
免
除
対

象
件
数
は　

件
、
免
除
額
は
５
８
５
万
４

２４

千
円
で
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
避
難
者
に
対
し
ま
し

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
等
を
全
額
免
除

し
ま
し
た
。
全
額
免
除
と
な
っ
た
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
３
件　

万
２
７
０
０

３６

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
３
件
で

１
万
３
６
０
０
円
、
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
５
件
で　

万
２

１３

千
円
で
す
。

　

４
月　

日
に
、
東
京
電
力
に
対
し
、
事

１７

故
の
対
策
に
か
か
っ
た
費
用
の
損
害
賠
償

を
請
求
し
ま
し
た
。
今
回
の
請
求
は
汚
泥

の
処
分
、
運
搬
に
関
す
る
も
の
で
、
総
額

約
１
０
２
０
万
円
で
す
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
Ｊ
Ａ

ひ
た
ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
累
計
で　
９３

件
、
請
求
額
８
３
２
９
万
円
で
す
。
ま

た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら
の
支
払

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月　

日
現
在

３０

で
、
支
払
総
額
４
４
３
６
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
５
月
末
現
在

の
支
給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
国

の
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
全
壊
、
大
規
模

半
壊
等
が
１
６
０
件
で
１
億
９
２
５
０
万

円
で
す
。
県
の
災
害
見
舞
金
は
、
半
壊
１

７
９
件
で
５
３
７
万
円
で
す
。
市
の
災
害

見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
、
半
壊
お
よ
び

非
住
家
の
半
壊
以
上
が
５
５
４
件
で
１
９
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全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告
専決処分について（那珂市税条例の一部を改正する条例）／専
決処分について（那珂市都市計画税条例の一部を改正する条例）
／専決処分について（那珂市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）／専決処分について（平成２３年度那珂市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２号））／専決処分の報告について（損
害賠償補償事故の賠償額の決定）／平成２３年度那珂市一般会計
繰越明許費繰越計算書について／平成２３年度那珂市下水道事業
特別会計繰越明許費繰越計算書について／平成２３年度那珂市農
業集落排水整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書について／
平成２３年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）繰越明許
費繰越計算書について／平成２３年度那珂市水道事業会計予算繰
越計算書について／専決処分の報告について（損害賠償補償事
故の賠償額の決定）

◎条例の制定・一部改正
那珂市監査委員条例の一部を改正する条例／那珂市税条例の一
部を改正する条例／那珂市印鑑条例の一部を改正する条例／那
珂市手数料条例の一部を改正する条例／那珂市火葬場、斎場の
設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例／那珂市公共
下水道事業受益者負担金に関する条例の一部を改正する条例／
那珂市火災予防条例の一部を改正する条例

◎平成２４年度補正予算
平成２４年度那珂市一般会計補正予算（第１号）／平成２４年度那
珂市一般会計補正予算（第２号）

◎その他
物品売買契約の締結について／損害賠償請求に関する和解及び
損害賠償の額の決定について／人権擁護委員の推薦について

３
６
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
支
援
策
と
し
て
、
災

害
弔
慰
金
４
件
で
１
２
５
０
万
円
、
災
害

障
害
見
舞
金
１
件
で
１
２
５
万
円
を
支
給

し
て
お
り
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て
は
、
６
件
で
１
０
１
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

那
珂
市
に
対
し
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、
５
月
末
日
現
在
で
個
人
が

　

件
で　

万
１
２
８
２
円
、
法
人
・
団
体

２８

６９

等
が　

件
で
１
１
９
５
万
６
３
３
６
円
、

４４

合
計　

件
で
総
額
１
２
６
４
万
７
６
１
８

７２

円
で
す
。
国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金
と

合
わ
せ
て
支
給
し
て
お
り
、
５
月
末
日
現

在
の
支
給
状
況
は
、
死
亡
４
件
、
全
壊　
４５

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
２
９
件

１３

の
合
計
２
９
１
件
で
、
国
お
よ
び
県
の
支

給
金
額
と
合
わ
せ
て
総
額
２
億
１
９
８
８

万
９
３
６
０
円
で
す
。

　
　

平
成　

年
６
月
５
日

２４

 

 
那
珂
市
長　�
��
�
�



広報なか７月号７

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

問
い
合
わ
せ

那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業（
市
民
提
案
事
業
）の
採
択
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業（
市
民
提
案
事
業
）に
つ
い

２４

て
、
８
団
体（
継
続
４
団
体
、新
規
４
団
体
）の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
に
実
施
し
た
選
考
会
に
お
い
て
、
申
請
団
体
ご
と
に
資
料

や
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■継続団体：２年目
○いばらき森林クラブ那珂支部
　（静古徳地内古道と平野散策路の整備およびウォーキング教室の開催、ロードガイ
ドマップの作成）
○瓜連おはやし保存会
　（クラブ活動等の太鼓練習支援、ユニフォーム・小道具の整備、発表の場の確保）
○清水洞の上自然を守る会
　（ベンチ・花菖蒲田・巣箱等の整備、桜・もみじの苗木の植栽、錦鯉の放流、バード
ウォッチング、ホタル観賞会の実施）
○那珂歴史同好会
　（史跡の実地調査および地域別史跡等のまちめぐりマップ作成、史跡案内表示板・説
明看板の設置、イベントの実施）
■新規団体
○那珂市民吹奏楽団
　（初心者楽器講習会の開催、発表会の開催、個人所有が困難な一部の楽器の購入）
○���ひろがる和
　（オリジナルつるし飾りの創作、雛のつるし飾り制作講座の開催、雛のつるし飾りの
展示・マップの作成・まつりの開催）
○下菅谷地区環境・防犯推進協議会
　（平地林、竹林の整備と保全維持管理、多目的ポケットハウスの整備、間伐材による
修景施設、ベンチ、テーブル、野鳥巣箱の整備、通学路の整備、案内板の設置等）
○中里自治会
　（夢ホタルの開催、���照明部品、看板、演出器具等の調達）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
次

の
事
業
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
活
動
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
市
民

活
動
団
体
や
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
市
民
活

動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
団
体
が
、
活
動

基
盤
を
整
え
る
た
め
の
事
業
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

団
体
設
立
後　

か
月
以
内
の
市
民
活
動

１２

団
体
も
し
く
は
認
定
見
込
み
の
団
体

◆
補
助
額

補
助
率
１
／
２
・
補
助
限
度
額
５
万
円

（
１
団
体
に
つ
き
１
回
限
り
）

◆
申
請
受
付

随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す

　

団
体
等
が
自
主
的
な
創
意
工
夫
に
よ

り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
加
え
新
た
に
実
施
す
る
事

業
の
提
案
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

市
民
自
治
組
織
お
よ
び
那
珂
市
市
民
活

動
団
体
登
録
制
度
実
施
要
領
に
基
づ
き

認
定
さ
れ
た
団
体

◆
補
助
額

補
助
率　

／　

・
補
助
限
度
額　

万
円

１０

１０

５０

（
１
事
業
に
つ
き
１
回
限
り
、
２
年
を

限
度
に
再
申
請
可
能
）

◆
申
請
受
付

毎
年
２
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す

※
平
成　

年
度
分
の
受
付
は
終
了
し
て

２４

い
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
と
は
、
市
役
所
の

仕
事
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
ご
希
望
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
市
の
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
制
度
で
す
。
市

内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る　

人
以

１０

上
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
（　

分
野　

メ

１１

４４

ニ
ュ
ー
）
お
よ
び
利
用
方
法
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
民
協
働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
那
珂
市

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

－平成24年度市民提案事業採択団体－－平成24年度市民提案事業採択団体－
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８

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
６
・
１
２
７
）

問い
合わせ

障
が
い
の
状
況
に
よ
り
手
当
を
支
給
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
	



●
支
給
対
象
者

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る　
２０

歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に
お
い
て
監
護
し

て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
手
当
に
は
、

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、
２
級
が
あ

り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度
は

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

・
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設（
保
育
所
・
通
園

施
設
・
肢
体
不
自
由
児
へ
の
短
期
母
子

入
所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　

な
お
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
児
童
扶

養
手
当
、
児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

と
の
併
給
が
可
能
で
す
。

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
１
階
の
社
会
福
祉
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時
に
必
要

な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

○
振
込
先
口
座
申
出
書
（
請
求
者
名
義

の
口
座
）

※
通
帳
（
請
求
者
名
義
）

　

認
定
請
求
書
、
診
断
書
等
の
様
式
は
社

会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　
２４

年
１
月
１
日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い

で
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所

２４

得
証
明
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
手
帳
の
写
し
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
療
育
手
帳
の
判
定
が�
・
Ａ
の
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
障
が
い
を
除

く
）
の
等
級
（
複
数
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）
が
１
か
ら

お
お
む
ね
３
級
の
場
合

●
支
給
対
象
者

【
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者
】

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

歳
以
上
の
在
宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り

２０ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
障
が
い
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

�
�
�
�
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●
手
当
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

１
級　

５
万
４
０
０
円

２
級　

３
万
３
５
７
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１１

�������	
��

��������

・身体障害者手帳の判定がおおむね１・２級
（内部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定が�・Ａ程度の知的障がい
である場合または同程度の精神障がいがあ
る場合

１級

・身体障害者手帳の判定がおおむね３級（内
部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定がＢ程度の知的障がいであ
る場合または同程度の精神障がいがある場合

２級

※障がいの程度はおおむね上記のとおりですが、身
体障害者手帳または療育手帳をお持ちでないかた
も、上記と同程度（国民年金の障がい等級における
１・２級と同じ）と診断されれば、該当となります。
※障がいが重複する場合は、それぞれの障がい程度
を総合的に確認し、手当の等級が認定されます。身
体の機能障がい、病状または精神障がいでそれぞ
れ単独の診断書で受理しても等級の認定に影響が
ない場合には、単独の障がいでの申請となります。



広報なか７月号９

【
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者
】

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る　

歳
未
満
の
在

２０

宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま

せ
ん
。

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合

・
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
１
階
の
社
会
福
祉
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時
に
必
要

な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
所
得
状
況
届

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

○
戸
籍
謄
本
（
障
が
い
者（
児
）本
人
の

も
の
）

○
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証

書
ま
た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
障
が
い
者（
児
）

本
人
名
義
の
口
座
）

○
通
帳
（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の

も
の
）

　

所
定
の
様
式
は
社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で

２４

那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ
た
場
合

は
、
平
成　

年
度
の
所
得
証
明
書
等
が
必

２４

要
と
な
り
ま
す
。

●
手
当
月
額

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
２
６
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
２
８
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

２
月
（　

月
分
〜
１
月
分
）

１１

５
月
（
２
月
分
〜
４
月
分
）

８
月
（
５
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１０
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●
支
給
対
象
者

【
在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者
】

　

在
宅
で
保
護
者
と
同
居
（
原
則
同
一
世

帯
）
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
が
必
要
な
か
た
（　

歳
以
上
で
次

２０

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）
を
介
護

し
て
い
る
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
で
か

つ
、
常
時
介
護
が
必
要
な
状
態

○
療
育
手
帳�
・
Ａ

○
要
介
護
度
４
・
５

【
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者
】

　

在
宅
で
保
護
者
と
同
居
（
原
則
同
一
世

帯
）
し
て
い
る
、　

歳
未
満
の
か
た
（
次

２０

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）
を
養
育

し
て
い
る
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

○
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個

別
等
級
４
級

○
療
育
手
帳�
・
Ａ
・
Ｂ

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
１
階
の
社
会
福
祉
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
時
に
必
要

な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
申
請
書

○
状
況
書

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
請
求
者
本
人
名

義
の
口
座
）

○
課
税
証
明
書
（
市
外
か
ら
の
転
入
の

場
合
）

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

か
た
は
（
支
給
停
止
の
か
た
も
含
む
）、

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
（
支
給
停
止

中
の
か
た
も
含
む
）
現
況
調
査
表
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
８
月
分
以
降
１
年

間
の
手
当
支
給
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
課
か
ら
通
知
が
あ
り
ま

し
た
ら
期
限
内
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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※
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

法
令
等
の
名
称
を
除
き
、「
障
害
」
の
表

記
は
「
障
が
い
」
と
し
ま
す

●
手
当
月
額

３
０
０
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１２

１１



１０

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

み
ん
な
で
節
電
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

家
庭
や
職
場
で
、
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
節
電
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
安

定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
節
電
が

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
電
力
の
供
給
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
や
事
業
所
等

へ
の
節
電
の
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
に
お
い
て

は
、
緊
急
的
な
節
電
対
策
に
取
り
組
み
、

節
電
の
定
着
に
よ
り
需
要
の
抑
制
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
電
力
の
需
給
は
依

然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
節
電
は
単
に
一
時
的
な
取
り
組
み

と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、「
長

続
き
す
る
節
電
」
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
の
な
い
照
明
は
消
す
、
電
気
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
自
然
の
風
を
取

り
入
れ
、
冷
房
機
器
の
使
用
を
控
え
る
な

ど
、
家
庭
で
の
自
発
的
な
節
電
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予

防
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

夏
期
の
電
力
不
足
に
対
し
て
節
電
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
行
き

過
ぎ
た
節
電
は
、
熱
中
症
等
の
健
康
被
害

を
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
過
度
な
自

粛
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

グリーンカーテン
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グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
窓
の
外
側

に
つ
る
性
の
植
物
を
植
え
る
こ
と
で
で
き

る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
、
省
エ
ネ
・

節
電
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
緑
の
カ
ー
テ

ン
作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念
品
を
進

呈
し
ま
す

◆
対
象
者

　

市
内
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
店
舗

◆
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
持
参
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
・
取
り
組
み
の
様

子
を
撮
影
し
た
写
真
を
添
え
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限　
　

月　

日（
月
）

１０

１５

◆
そ
の
他

○
応
募
用
紙
は
、
環
境
課
、
瓜
連
支
所
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

○
ご
応
募
い
た
だ
い
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
写
真
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課
環
境
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

�����������������������

▼エアコン

・室温は２８℃を目安に。
・エアコンや扇風機を上手に使う。
・フィルターをこまめに掃除する。
▼照明器具

・不要な照明は消したり、照度を落とす。�
・白熱電球を蛍光ランプや���ランプに交換する。
▼テレビ

・テレビを見ないときは消す。
・省エネモードに設定する。
▼冷蔵庫

・冷蔵庫の設定を適切に（「強」から「中」に）。
・ものを詰め込みすぎない。
▼ムダな待機電力をカット

・使わない家電製品はコンセントから抜く。
※これらの他にも、節電・省エネに有効な様々な取
り組みがあります。無理のない範囲で「長続きす
る節電」へのご協力をお願いいたします

※節電については、保健衛生上、不適切なものにな
らないよう注意してください

�������	
��
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　５月２２日、額田地区交流センター事務所内に、ＡＥＤ（自動体外式除
細動器）を設置しました。ＡＥＤは突然心臓の動きが停止してしまった
ときに、電気ショックを与えることにより、心臓を正しい動きに戻すも
のです。操作手順や使用方法は音声で指示されます。簡単な講習を受け
ることで一般のかたでも操作することができるようになります。
　市内の小中学校をはじめ４７の公共施設に設置しています。

　６月１４日、茨城県立消防学校で第３９回茨城県消防救助技術大会が行
われました。大会では、茨城県内４３３５人の消防隊員から選抜された
３６５人の精鋭が、日々の厳しい訓練により身につけた救助技術を発揮
しました。
　那珂市消防本部救助隊は、障害突破の部で出場１４チーム中１位、
ロープブリッジ救出の部で出場３５チーム中２位、引揚救助の部で出場
３０チーム中４位となりました。
　障害突破の部およびロープブリッジ救出の部の２チームは、７月６
日に行われた関東大会に茨城県代表として出場しました。
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歯
科
治
療
は
、
患
者
が
歯
科
医
院
に
通

院
し
て
治
療
を
受
け
る
の
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
、
重
い
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
か
た
や
、
高
齢
で
歯
科
医
院
へ
の
通
院

が
困
難
な
か
た
は
、
歯
科
治
療
を
受
け
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の

よ
う
な
か
た
で
も
、
自
宅
で
歯
科
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
い
る
か
た
、
病
院
に
入
院
し

て
い
る
か
た
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す

（
通
院
で
き
る
か
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）。

　

治
療
は
基
本
的
に
歯
科
医
院
で
行
っ
て

い
る
内
容
と
同
様
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
、
２
次
医
療
機
関
（
よ
り
高
い

専
門
性
、
難
易
度
の
高
い
治
療
を
行
う
事

の
で
き
る
総
合
病
院
な
ど
）
で
対
応
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
壊
れ

た
義
歯
の
修
理
、
新
た
に
義
歯
を
作
る
、

虫
歯
の
治
療
、
歯
の
神
経
を
抜
く
、
抜
歯

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
腔
清
掃

が
十
分
で
き
な
い
か
た
の
歯
の
汚
れ
や
歯

石
の
除
去
な
ど
専
門
的
な
口
腔
清
掃
も

行
っ
て
い
ま
す
。
上
述
し
ま
し
た
治
療

は
、
医
療
保
険
が
適
用
に
な
り
高
額
な
ご

負
担
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
事

前
に
ど
の
程
度
の
治
療
費
が
か
か
る
か
歯

科
医
院
に
聞
い
て
お
く
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。
在
宅
診
療
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

茨
城
県
歯
科
医
師
会
の
在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
（�
０
２
９
・
２
１
５
・
２
１
７
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地

域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
施
設

で
も
在
宅
診
療
の
情
報
を
得
る
事
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

重
い
障
が
い
や
高
齢
に
よ
っ
て
日
常
生

活
が
不
自
由
な
か
た
に
と
っ
て
、
毎
日
の

食
事
は
最
大
の
楽
し
み
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
口
か
ら
摂
る
と
い

う
こ
と
は
、
生
物
本
来
の
機
能
を
維
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
五
感
を
使
っ
て
味
わ
う

と
い
う
豊
か
な
食
生
活
を
営
む
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
、
在
宅
診
療

が
お
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

���� �����

塩野歯科医院
塩野宗則　先生

障害突破の部（上）・ロープブリッジ救出の部（下）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

消防本部　警防課
�２９５‐２１１１問い合わせ



１２

�������	
���
���������

　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

６月１２日０．１０４本米崎小学校

学校教育課

６月１２日０．０９４横堀小学校

６月１２日０．０９５額田小学校

６月１１日０．１０１菅谷小学校

６月１２日０．０９１菅谷東小学校

６月１２日０．０９９菅谷西小学校

６月１２日０．１００五台小学校

６月１２日０．１１６戸多小学校

６月１１日０．１０７芳野小学校

６月１２日０．０８９木崎小学校

６月１３日０．１１０瓜連小学校

６月１２日０．０９５横堀幼稚園

６月１２日０．０８７額田幼稚園

６月１１日０．０８８菅谷幼稚園

６月１２日０．１０７菅谷西幼稚園

６月１３日０．１１２五台幼稚園

６月１２日０．０８１芳野幼稚園

６月１２日０．０７０那珂第一中学校

６月１２日０．０９３那珂第二中学校

６月１４日０．１０２那珂第三中学校

６月１２日０．０７０那珂第四中学校

６月１１日０．０８４瓜連中学校

６月１４日０．０９７茨城学園

６月１２日０．０６１ナザレ幼稚園

６月１２日０．１１８さいせい幼稚園

６月１２日０．０８５大成学園幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

６月１１日０．０９１保健センター（ひだまり）保健センター

６月１２日０．１０３中央公民館

生涯学習課

６月７日０．０９３図書館

６月７日０．１０８那珂総合公園

６月８日０．１１９歴史民俗資料館

６月７日０．１１５ふれあいの杜公園

６月１３日０．１０９ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
６月１３日０．１１７ふれあいセンターごだい

６月１３日０．１０２ふれあいセンターよしの

６月１３日０．１００総合センターらぽーる

６月１５日０．１２７那珂聖苑那珂聖苑

６月１３日０．１１６中谷原公園
都市計画課

６月１３日０．０９９宮の池公園

６月６日０．１０４一の関ため池親水公園
商工観光課

６月６日０．１１１静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

６月１１日０．１０３菅谷保育所

こども課

６月１１日０．０８８額田保育所

６月１１日０．１１６芳野学童保育所

６月１３日０．０９２かしま台保育園

６月１１日０．１０７瓜連保育園

６月１２日０．０９５ゆたか保育園

６月１１日０．０９６ごだい保育園

６月１１日０．０９６子育て支援センター

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。
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那珂市消費生活センター です
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　服を購入したがサイズが合わず、返品を申し出たが応じてもらえなかった。クーリング・オフできないの？
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　ネットショップは、「返品の可否」「返品の条件」「返品に係る送料負担」の返品特約を表示する義務を負って
います。条件によっては、返品できない場合もあります。クーリング・オフ制度はありません。返品特約が表示
されていない場合は、到着後８日間は送料は自己負担で返品が可能となっています。支払い方法も慎重に検討し
ましょう。
�������	
	��

　信頼できる相手かどうかを見分ける目安として、会社名・所在地・電話番号・Ｅメールアドレスなどを確認し
ましょう。
�������	
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　　注文品一覧や確認メールは必ず印刷し、保管しておくとトラブル発生時に役立ちます。
�������	
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　　届いた商品が注文品に間違いないか、傷や汚れはないかをすぐに確認しましょう。　

�������	
��
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那珂市消費生活センター
�２９８‐１１１１
（内線１１８）

問い
合わせ

�������	
��

　消費生活センターでは、消費生活に関する講座をご希望の
団体・グループ（１０人以上）を募集しております。（内容はご
相談ください）
　出前講座をご希望のかたは、お気軽にご連絡ください。

　欲しかった商品を注文したら、代金は前払いというので支払ったが、いくら待っても商品が届かない。

�������	
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　最近、パソコンや携帯電話を利用して手軽にできる、
ネット取引（通信販売）をする人が増えています。便利
な反面、さまざまなトラブルも発生しています。



１４

　

５
月　

日
・　

日
、
第　

回
茨

２０

２７

１４

城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

笠
松
運
動
公
園
等
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
心
身
障
が

い
児
者
が
、
家
族
や
施
設
の
関
係

者
と
と
も
に
、
水
泳
等
の
競
技
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
県
民
の
障
が
い
児
者
に

対
す
る
理
解
と
交
流
を
深
め
る
目

的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
の
選
手
を
は
じ
め
、
３

千
人
余
り
の
選
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
�
ツ
大
会

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
花
寄
贈

　

６
月
８
日
、
那
珂
市
農
業
後
継

者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
那
珂
市

役
所
を
は
じ
め
、
図
書
館
、
中
央

公
民
館
、
菅
谷
保
育
所
等
、
市
内

の
公
共
施
設　

か
所
に
ベ
ゴ
ニ
ア

１２

の
プ
ラ
ン
タ
ー　

鉢
が
寄
贈
さ
れ

５３

ま
し
た
。

　
　

人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
那

１７
珂
市
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
は
、
こ

の
活
動
を
こ
れ
ま
で　

年
以
上
も

２０

続
け
ら
れ
て
い
て
、
毎
年
色
と
り

ど
り
の
花
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
、

施
設
を
訪
れ
る
か
た
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、「
第
３
回
ガ
ヤ
ガ
ヤ

☆
カ
ミ
ス
ガ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

宮
の
池
公
園
通
り
を
歩
行
者
天

国
に
し
て
、
通
り
の
両
側
に
一
日

限
り
の
商
店
街
「
カ
ミ
ス
ガ
」
が

突
如
現
れ
ま
し
た
。
今
回
も
Ｂ
級

グ
ル
メ
、
世
界
の
雑
貨
、
軽
ト
ラ

寄
席
な
ど
多
彩
な
出
店
が
あ
り
、

大
勢
の
若
者
や
家
族
連
れ
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
当
日
は
１
７
８
０
０

人
が
訪
れ
、
那
珂
市
の
「
カ
ミ
ス

ガ
」
は
発
展
中
で
す
。

　

次
回
は　

月
７
日
に
出
現
。

１０

ガ
ヤ
ガ
ヤ
�
カ
ミ
ス
ガ

南
三
陸
町
の
文
集
が
寄
贈
さ
れ
る

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
宮
城
県
南
三
陸
町
の
住

民
の
か
た
が
た
の
体
験
談
を
ま
と

め
た
文
集
「
南
三
陸
町
か
ら
の
手

紙
」
が
、
５
月　

日
に
、
前
菅
谷

３１

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
佐
々
木
典
明

さ
ん
か
ら
那
珂
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

ら
い
南
三
陸
が
作
成
し
た
も
の

で
、
佐
々
木
さ
ん
が
個
人
で
南
三

陸
町
の
知
人
か
ら
取
り
寄
せ
、
寄

贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

文
集
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
へ
配
置
さ
れ
ま
す
。
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６
月　

日
、
瓜
連
中
第
３
回
卒

１５

業
生
の
か
た
が
た
か
ら
、
瓜
連
中

へ
図
書
と
書
作
品
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

卒
業
生
は
、
同
窓
会
の
一
環
と

し
て
母
校
を
訪
問
し
、
当
日
は
県

内
外
か
ら　

人
の
卒
業
生
が
集
ま

１６

り
、
現
在
の
学
校
の
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
塙
麟
一
生
徒
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
代
表
の
皆

さ
ん
に
渡
さ
れ
た
約
１
０
０
冊
の

図
書
と
、
書
作
品
「
雲
」
は
、
図

書
室
な
ど
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
母
校
へ
の
贈
り
物

戦
争
と
平
和
を
考
え
る　

５
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま

２６

１７

で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
「
戦
争

と
平
和
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

瓜
連
出
身
の
歴
史
資
料
蒐
集
家
で

あ
る
住
谷
登
志
男
さ
ん
が
収
集
保

存
さ
れ
て
い
た
資
料
を
展
示
し
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
皆
さ

ん
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
上
に
、
住
谷
さ

ん
の
精
力
的
な
資
料
の
収
集
と
展

示
に
対
す
る
誠
実
な
姿
勢
、
熱
心

な
説
明
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

６
月　

日
〜
７
月
１
日
の
２
週

１８

間
、
公
共
交
通
利
用
促
進
・
地
球

温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
県
央
地
域
９
市
町
村
統
一

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
公
共

交
通
の
重
要
性
や
優
位
性
、
過
度

な
マ
イ
カ
ー
利
用
が
も
た
ら
す
地

球
温
暖
化
等
の
問
題
に
つ
い
て
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
海
野
市
長
も

６
月　

日
に
、
自
転
車
で
市
役
所

１８

へ
通
勤
し
ま
し
た
。

県
央
地
域
ノ
�
マ
イ
カ
�
ウ
ィ
�
ク

ロ
ボ
カ
ッ
プ
�
�
�
�
世
界
大
会
出
場

　

６
月　

日
〜　

日
に
メ
キ
シ
コ

１９

２３

で
開
催
さ
れ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０

１
２
に
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
日
本
代

表
で
出
場
す
る
川
又
巧
也
さ
ん

（
那
珂
一
中
３
年
）
が
、
６
月　
１３

日
、
海
野
市
長
に
出
場
の
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
名
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ　

」、
種
目

１１

は
サ
ッ
カ
ー
で
、
内
村
公
紀
さ
ん

（
茗
溪
学
園
高
１
年
）
と
二
人
で

日
本
大
会
で
３
位
と
な
り
、
代
表

の
座
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

川
又
さ
ん
は
、
世
界
大
会
で
の

活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。
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土金木水火月日

４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

休館日
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　官民協働事業による「那珂市く
らしの便利帳」が発行となり、６
月１３日、協働発行事業者である株
式会社サイネックスの稲澤和宜関
東営業本部長から海野市長へ寄贈
されました。
　この便利帳は、窓口業務や各種
手続、防災情報といった行政情報
に加え、歴史・観光・医療などの
地域情報も掲載した内容となって
おり、市内の家庭に全戸配布され
ました。
　ぜひご活用ください。

� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４６１人 （－７）
　女　　　２８，３３４人 （－４）
　計　　　５５，７９５人 （－１１）
世帯数　　２１，２０３世帯　（＋２１）

○出生　３１人
○死亡　５５人

（５月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９７０人

　（平成２４年５月末現在・

 前月比７人増）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億１，３２５万円

　（平成２４年５月・

 前月比１４８万円増）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

�������	�
��

�������	


　東洋経済新報社が公表した２０１２
年版「住みよさランキング」で、
那珂市が全国７８８都市の中で６１位、
県内都市では５位にランクインし
ました。
　このランキングは、統計データ
を基に、安心度・利便度・快適度・
富裕度・住居水準充実度の５つの
観点から評価するものです。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ２期

○国民健康保険税（普通徴収）

 １期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 １期

納期限：７月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

５月１５日～６月１５日（敬称略）

匿名  ５，０００円
菅谷ゴルフ愛好者親善コンペ
 ３９，８６７円
切手テレカボランティアポピー
 １６，９４１円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１
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日時／８月７日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

　歴史民俗資料館では、『那珂市域の社
寺祠堂』発刊を記念して、市内の神社
仏閣を紹介する企画展を開催します。
神社やお寺のこと、近くにあるけれ
ど、意外と詳しいことは知らなかった
りしませんか？ぜひ展示をご覧にな
り、社寺祠堂の数々の歴史に触れてみ
てはいかがでしょうか。
開催期間／

７月２８日（土）～９月２日（日）
時間／午前９時～午後４時３０分
　　　（入館受付は午後４時まで）
休館日／毎週月曜日
場所／歴史民俗資料館多目的ホール
　　　（那珂総合公園内）
入館料／無料
【展示講演会『聖徳太子絵傳の世界』】

日時／８月２日（木）
　　　午前９時３０分～１１時３０分
場所／那珂総合公園　２階会議室
講師／歴史民俗資料館長　仲田昭一
参加費／無料
定員／６０人
申込方法／電話でお申し込みください。

定員になり次第締め切りま
す。

問い合わせ／

歴史民俗資料館�２９７－００８０

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

５日　ののがき脳神経外科クリニック

 （中台）

�３５２－０５５５

１２日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１

１９日　小豆畑病院 （菅谷）

�２９５－２６１１

２６日　瓜連慶友整形外科 （古徳）

�２９６－１１１６

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

８月の休日当番医

那珂市域の社寺祠堂展

日時／８月１日（水）、８日（水）、
　　２２日（水）、２９日（水）、
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内） �２９８－８８８１

心配ごと相談

　木々の枝が繁茂する季節となり、沿
道の樹木の枝等が道路へと張り出して
いる箇所が見受けられ、このため利用
するかたがたから通行に支障があると
の苦情が多数寄せられております。
　張り出した枝等が原因で事故が生じ
た場合は、樹木の所有者の責任となり
ます。
　道路上空への枝の張り出し、垣根の
張り出し、倒木等の危険箇所がある所
有者の皆様は、所有者の管理責任のも
と枝払いおよび伐採等の処置をお願い
します。
問い合わせ／

常陸大宮土木事務所道路管理課

�０２９５－５２－３１５２

土木課維持管理グループ

�２９８－１１１１　内線３１４・３１５

道路に張り出す樹木等
伐採のお願い

�������	
��

　６月７日、スワン暮らしの会か
ら１０，０００円が那珂市に寄付されま
した。
　スワン暮らしの会の活動費の一
部を那珂市の復興に充ててほしい
として寄付をいただきました。



１８

■作り方（１人分当たり：カロリー／塩分）
　�������	（３０kcal／０．２ｇ）
①白菜は１枚ずつはがし、塩小さじ１を入れた多めの湯で柔らかくなるま
でゆでて、水気をきる。

②①を巻きすの上に乗せ、太巻き寿司を作る要領で、芯と葉のほうを交互
にすき間のないように広げて並べ、手前からきゅうり、かにかま、ガリ
を多めにのせて水気を絞りきるように巻き、８等分に切り盛り付ける。

　�������	
��
��（１７６kcal／０．４ｇ）
①豚肩ロースをフォークで全体に穴をあけ、塩こうじをまんべんなくすり
こみ、ナイロンの袋に入れ空気を抜いて冷蔵庫で一晩寝かせる。

②①のこうじをきれいに洗い流し、皿にのせラップをかけ１０分強電子レン
ジで蒸す。串を通して透き通った液が出れば出来上がりです。

③薄くスライスして、レタス、トマト、レモンを添えて盛り付ける。

　

高
齢
者
自
ら
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
「
思
い
や
り
運
転
」
を
励
行
す

る
こ
と
を
広
く
県
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。
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�
�
��
�
�
	


�
�


�
�
���
�
�
�

�
�
�
��
�
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�
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�
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期
日
前
投
票
を
す
る
に
は
、
投
票
を
す
る
前
に
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
宣
誓
書
と

は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
と
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
を
記
入
し
、
記
入
し
た

こ
と
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
宣
誓
す
る
も
の
で
す
。
宣
誓
書
は
、
期
日
前
投
票
所
に
備
え
て
あ

る
ほ
か
、
入
場
券
の
裏
面
や
市
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
事
前

に
記
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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�
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� ������������������������������������

■材料（４人分）
��������

　白菜 …………………… ７～８枚
　キュウリ ……………… １／４本　
　かにかま ……………… ３～４本
　ガリ（甘酢漬け） ……… ２０～３０ｇ

��������	
��
��

　豚肩ロース　 ……………… ５００ｇ
　塩こうじ（水溶き）
　　　 ……………… 大さじ１～１．５
　レタス ……………………… 適宜
　トマト ……………………… 適宜
　レモン ……………………… 適宜
　マスタード ………………… 適宜

��
��
�
�

��
��
�
���
�
�
�
�
�
�
����

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
そ
の
他
の
用
事
が
あ
る
人
は
、
選
挙
の
告
示
（
公
示
）
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
那
珂
市
役
所
ま
た
は
瓜
連

３０

支
所
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
土
曜
日
や
日
曜
日
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
	
	
�
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

��

防
災
課
防
災
・
防
犯
・
交
通
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
２
・
４
４
４
）

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

○
「
敬
老
の
日
」
に
お
け
る
高
齢
者
の
死
亡
事
故
死
ゼ
ロ

�
�
�
�
�
�
�

　

○
老
人
福
祉
施
設
等
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
教
育
（
講
話
、
声
掛
け
等
）
を
行
い
ま
す
。

　

○
老
人
福
祉
施
設
付
近
、
シ
ル
バ
ー
ゾ
ー
ン
等
で
の
立
哨
を
行
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通

　
　

事
故
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�

問
い
合
わ
せ

■コメント
　ガリの風味と白菜の甘さが口中に広がりさわや
かな味、また、柔らかい春キャベツでもおいしいで
すよ。素材の旨味が引き出され、さっぱりとした
食感が酒の肴や子供のおかずとして喜ばれます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

中台（高齢食部会）

鈴木　昌子さん

さわやか白菜巻き
豚肩ロ�ス塩こうじ漬け蒸し煮

ヘルスメイトさんが作る健康料理�



広報なか７月号１９

【川　柳】那珂川柳会　植木利衛選

【短　歌】白鳥短歌会

草
取
り
の
手
元
に 
蚯
蚓 
に
ょ
ろ
り
い
で
ご
機
嫌
い
か
が
と
く
ね
く
ね
ダ
ン
ス 

大　

森　

勝　

代

み
み
ず

這
松
は
風
の
行
方
を
示
す
が
に
蔵
王
の 
傾 
り
に
春
待
ち
て
お
り 

渡　

辺　

知
英
子

な
だ

肝
冷
ゆ
る
よ
う
な
「
弁
慶
七
戻
り
」 
地  
震 
に
ふ
ん
ば
る
頭
上
の
巨
石 

池　

田　

美
代
子

な 

い

白
雲
を
映
す
千
湖
の
昼
さ
が
り 
番 
の
水
鳥
波
に
漂
う 

赤　

塚　

満　

夫

つ
が
い

代
掻
き
を
終
へ
し 
水  
田 
の
に
ご
れ
る
に
番
の
軽
鴨
揃
ひ
て
泳
ぐ 

夷　

針　

利
理
子

み
ず 
た

石
巻
の
丘
に
佇
み
見
渡
せ
ば
が
れ
き
を
渡
る
風
の
冷
た
し 

仲　

沢　

照　

美

好
き
な
れ
ば
我
慢
の
で
き
る
頑
張
れ
る
夢
の
中
に
も
山
を
目
指
せ
り 

大　

森　
　
　

満

父
の
知
ら
ぬ
四
半
世
紀
を
生
き
て
な
ほ
夢
な
る
父
に
叱
ら
れ
て
を
り 

草　

野　
　
　

豊

虚
ろ
な
る
視
線
投
げ
く
る
乙
女
ら
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
ぬ
夢
二
館
に
て 

加　

藤　
　
　

要

菅
谷 

奥
山　
　

碧
波 

哲
也

菅
谷 

山
縣　
　

メ
イ 

拓
郎

菅
谷 

�
間　
　

つ
む
ぎ 

祐
介

菅
谷 

江
田　
　

み
ひ
ろ 

浩
規

菅
谷 

萩
野
谷　

瑠
香 

雅
司

中
台 

後
藤　
　

琉
惺 

亮
祐

横
堀 

長
山　
　

紗
季 

洋

額
田
北
郷 

渡
邊　
　

結
音 

京
祐

瓜
連 

菅
谷　
　

檜 

裕
一

菅
谷 

森
戸　
　

海
璃 

淳

菅
谷 

與
澤　
　

よ
つ
ば 

秀
樹

竹
ノ
内 

加
藤
木　

美
桜 

正
一

菅
谷 

横
山　
　

陸
斗 

裕
之

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

後
台 

鈴
木　
　

と
め 

　

歳
１００

戸 

上
原　
　

フ
ミ 

　

歳
１０１

菅
谷 

石
川　
　

勇 

　

歳
７９

横
堀 

中
庭　
　

喜
志 

　

歳
１００

福
田 

�
橋　
　

直
聖 

　

歳
２４

菅
谷 

加
藤　
　

定
夫 

　

歳
６４

瓜
連 

清
水　
　

ヒ
テ
子 

　

歳
８１

門
部 

大
曽
根　

常
信 

　

歳
８７

横
堀 

山�
　
　

た
ね 

　

歳
８７

西
木
倉 

金
澤　
　
�
つ 

　

歳
９５

下
江
戸 

石�
　
　

浩
一 

　

歳
５１

後
台 

小
圷　
　

み
さ
を 

　

歳
８９

南
酒
出 

住
谷　
　

浩 

　

歳
８０

西
木
倉 

山
田　
　

昇 

　

歳
９５

額
田
東
郷 

住
谷　
　

一
夫 

　

歳
８２

向
山 

大
内　
　

忠
憲 

　

歳
８４

菅
谷 

長
谷
部　

光
代 

　

歳
６４

南
酒
出 

片
岡　
　

保
夫 

　

歳
７８

瓜
連 

�
野
谷　
�
 

　

歳
８０

菅
谷 

山
内　
　

一
彦 

　

歳
７５

田
崎 

石
川　
　

よ
ね 

　

歳
９１

下
江
戸 

飛
田　
　

千
代 

　

歳
１０１

中
里 

青
柳　
　

孝
之
助 

　

歳
７９

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

西
野　
　

瑠
愛 

祐
輝

菅
谷 

石
田　
　

沙
希 

寛

堤 

飛
田　
　

珠
璃
亞 

利
玄

菅
谷 

綿
引　
　

優
心 

竜
二

横
堀 

鹿
志
村　

唯
莉 

浩
二

竹
ノ
内 

荻
津　
　

陽
菜 

裕
幸

瓜
連 

大
金　
　

春
輝 

陵
太

菅
谷 

石
田　
　

大
翔 

貴
大

菅
谷 

大
和
田　

瑛
翔 

威

菅
谷 

大
曽
根　

陽
菜 

道
夫

竹
ノ
内 

大
津　
　

皐
佑 

利
仁

菅
谷 

菊
池　
　

優
果 

孝
広

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月	

日


�
月	

日
届
出

��

���
敬
称
略



お
め
で
た

福
田 

圷　
　
　

満
長 

　

歳
９１

南
酒
出 

寺
門　
　

あ
や
子 

　

歳
７５

戸 

山
口　
　

文
明 

　

歳
６０

門
部 

勝
山　
　

千
惠
子 

　

歳
８１

額
田
東
郷 

鈴
木　
　

馨 

　

歳
７７

鴻
巣 

津
田　
　

ひ
て
子 

　

歳
９０

瓜
連 

関
谷　
　

絹
子 

　

歳
９７

戸 

�
川　
　

正 

　

歳
９３

門
部 

金
子　
　

は
な 

　

歳
９６

額
田
南
郷 �
池　
　

き
ん 

　

歳
８８

鹿
島 

中�
　
　

宗
一
郎 

　

歳
８３

南
酒
出 

渡
邉　
　

登 

　

歳
８２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み

　

課
題
「
夫
婦
」

定
年
後
タ
フ
な
夫
に
感
謝
し
て 

岡　

村　

恆　

子

空
気
だ
と
思
っ
た
妻
が
毒
を
吐
き 

菊　

池　

よ
し
江

幸
せ
は
夫
婦
二
人
の
手
の
中
に 

小　

森　

友　

子

妻
ダ
ン
ス
ぼ
く
は
居
眠
る
図
書
館
で 

高　

橋　

昌　

也

幸
せ
に
し
て
ね
と
言
っ
た
の
は
夫 

田　

尻　

美
代
子

歳
の
差
を
乗
り
越
え
ま
し
た
フ
ル
ム
ー
ン 

丹　

能　

永　

子

夫
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
税
を
巻
き
上
げ
る 

横
須
賀　

千
恵
子

た
っ
ぷ
り
と
カ
レ
ー
仕
込
ん
で
妻
旅
へ 

植　

木　

利　

衛






